手編毛糸の消費学的研究（第2報）一各種手編毛糸製品の耐洗濯性について一 by 久野 久仁
手編毛糸の消費学的研究（第2報）一各種手編毛糸
製品の耐洗濯性について一
著者 久野 久仁
雑誌名 北海道女子短期大学研究紀要
巻 2
ページ 31-42
発行年 1969
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00001194/
緒研究紀要第2号
手編毛糸の消費学的研究 明 2報〕
古言
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各種子編毛糸製品の耐洗濯性について
久 野 久
31 
最近毛糸編物，ニッ ト製品が衣生活の中に大きい位置をしめ，装飾Iを目的とするもの，
保温を目的とするもの，実用性，機能性を目的とするもの等，多くの種類が出廻って来て
し、る。
特に手編毛糸の実用化が再認織され，消費する立場からもその取扱い方，用途に適切な
製品の選定について種々検討し，改善すべき問題点があるものと考えられる。
このようなことから，使用する毛糸の基本的性状が製品の実用性に及ぼす効果を解明
し，着用目的に適切な製品と， その取扱い方法などについて究明することを目的とした。
本報告は第一報にあるよ うな基本的性状を持つ毛糸製品の耐洗たく性について，外見，
厚さ，圧縮性，圧縮弾性，ハンドリング値，度目等の物理的性質を測定し，基本的性状が
製品の洗たく性に及ぼす影響を解明し，その結果を報告する。
I試 料
第一報に報告した試料の中から，性状のこ となるものとして，極細， 合細，中細，並太，
モへヤ（M）入り，撚糸からみ，スラブ撚糸からみ， ナイロン （N〕， レーヨン （R）のラ
メ入り， ナイロ ン（N）混紡各種，モヘヤ CM），アクリル（A）混紡等l表の15種類を選
定した。
〔表 1〕
番 手
資 料 組 成 （メー ト）ノレ式 平 均 ｜最長｜最短平均 ｜最大｜最小
京市 毛 ・極 細 2/17.4 8.6 22.0 3.5 26.6 40 16 
2 京地 毛 ・合 細 4/25.6 7.2 18.0 3.5 26.9 40 16 
3 高官 毛 ・合 細 4/25.6 7.8 22.0 4.0 26.0 44 12 
4 品世 毛 ・中 細 4/16.0 9.0 21. 0 4.0 26.8 44 16 
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繊 維 長（cm) 繊
資 料 組 平均 ｜最 長｜最 短 平 均 ｜最大 ｜最 小
5 純モ中 網I4/15. ~I 22.0 3.2 30. 7 48 20 
6 純 毛・普 太 4/10.0 8. 3 22.0 3.0 29.4 44 16 
7 純毛モヘヤ入り ・中 細 4/17. 0 9. 3 20.5 3. 5 37. 1 60 20 
8 純毛 ・からみ〔スラブ撚糸） 4/14.8 9.7 22.0 4.0 29.0 44 16 
9 1;11 9. 0 18.0 4.5 28.6 42 16 純 毛 ・撚糸からみ ⑧2 32. 1⑮ 5.2 ⑧17.0 ⑮ 3. 1 ⑧25.3 ⑨ 36 ⑧ 16 
10 純毛・ナイロγラメ入り 4/22.0 9.0 20.5 4.0 25.6 46 16 
1 純 毛 ・アノレミ箔ラメ入り 4/20.0 8.4 20.0 3.0 28.5 44 12 
12 純 毛 90%・ナイロン10% 6.2 9,3 4.0 25.4 44 16 4/23.2 N 9.3 N18.0 N 9.3 N47. 4 N 60 N 34 
13 純毛 85%・ナイ ロン15% 8.2 9.2 3.0 26.6 40 16 4/14.8 N 9.2 N22. 7 N 9.2 N44.2 N う2 N 32 
14 純毛 50%・ナイロγ50% 1. 2 20.0 3. 5 30.8 44 14 4/16.4 N 9.4 N!0.3 N 8.3 N22. 9 N 28 N 16 
15 モヘヤ30%・アクリノレ70% 恥140.9 M 601 M 28 2/10.0 6.6 16. 7 4.0 A31. 0 A 38 A 24 
〔表 2〕
資料 上 ヨ リ（回／IOOcm） 下ヨ リ（回／iOOcm) 強 度 制 ｜ 伸 度 明〉
平均l最大｜最 小 平 均i最大（最 小 平司王司王F平均 ｜最大｜最小番号
1 24. 1 29 21 I 25. 91 31 21 0. 76 0.85 0. 70 37.0 41. 6 31. 0 
2 21. 9 23 18 26.5 33 21 1. 02 1. 09 0.88 34.8 40.0 31. 4 
3 18.5 21 16 26.5 33 21 0.98 I. 02 0.91 30.4 33.6 28.0 
4 16. 3, 20 15 21. 1 25 17 1. 77 1. 88 1. 66 37.2 40.8 32.6 
5 20.2 27 15 22. 7 28 15 1. 87 1. 99 1. 79 34.2 37.0 30.8 
6 10.9 13 l〔） 17.4 22 13 2.67 2.87 2. 39 I 26.2 33.2 16.8 
7 13.3 15 11 17. 1 23 12 1. 71 1. 83 1. 56 33.2 36.6 28.2 
8 13.0 18 9 17.5 25 15 1. 91 2.00 1. 72 3.6 38.0 30.6 
ヲ 15.8 17 14 17.2 24 lう⑧42. 7 ⑧52 ⑧35 ⑮80.6⑧ 95 ⑧ 64 1. 48 1. 57 1. 42 28.6 31. 8 23.6 
10 19.3 23 16 20.9 24 18 1. 31 1. 48 1. 15 34.2 41. 4 27.6 
1 16.3 18 15 22.9 27 17 I. 93 2.1 1. 77 35.8 37.4 33.2 
12 21. 0 25 18 20.9 25 17 1. 46 I. 69 1. 23 35.2 38.6 29.8 
13 15.0 17 13 19.0 23 13 2.32 2.60 2. 10 35.0 36.2 32.0 
14 16.9 20 15 25.3 32 20 34.6 37.0 32.4 
15 14.9 17 1 15.5 12 1. 30 1. 50 1. 13 17.0 2.6 14.2 
E 測定方法
( 1〕 外見
試料の部分を拡大鏡，拡大接写によって観察した。
( 2） 度目
試料に 10cm平方の標をし，ウエール（日数〕，コース （段数〉をかぞえ，次の式によって
算出。
手編1'糸の1門安学的研究 （第2幸1)
度目＝ウエ ール×コース
( 3）厚さ
試験機；前回式厚さ測定機
測 定：同一試料10ヶ所の平均とし，荷重7g/cm2を加えて測定
( 4） 収縮率
試験機 ：シュリンケール
測定法： l試F
A一B収縮率＝A 一×100（克〕
[A；洗たく前の面積
B i洗たく後の面積
( 5） 圧縮率
試験機：前田式弾性試験機
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測定法 ；初荷重7g/cm2，荷重150g/cm2のもとに厚さを測定し，次の式により算出。
圧縮率＝咋.!Jx蝋 %）
to ；初荷重を加えた時の厚さ（mm)
t1; 150g/cm2の荷重を加えた時の厚さ（mm)
( 6) 圧縮弾性回復率
試験機 ；前田式弾性試験機
測定法 ：初荷重7g/cm2を加え厚さを測定し，その後150g/cm2を加え 1分間放置後の
厚さを測定。
荷重合7g/cm2にもどし1分間放置後の厚さを測定，次の式によって算出。
圧縮弾性回復率＝日×川 〉[ '• ＇一山t1 ; 150g/cm2の荷重を加えた時の厚さ（mm)
to＇，初荷重にもどした 時の厚さ（mm)
c 7) 保温率
試験機 ：織布保温性試験機 〔富士冷機製〉
測定法 ：1試料につき5回行い次の式によ り算出。
B-A 
保温率＝一百一×100(%)
[A；カラの秒数
B；試料の秒数
( 8) ハンドリング値
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折曲，圧縮の総合数値〉（摩擦，
〔前田精機製〉テスター試験機 ；ハンドリング，
測定法 ；1試料につき 5同行い．次の式により算出。
_F（ρ＝O. 8) 
ハンドリング値 一一五一一×t
F（ρ＝O. 8），円孔の充実度が0.8の時の引通し抵抗（g)
A；円孔の最狭部の面積（1256mm2)
t；織物の厚さ （初荷重 7g/cm2) (mm) 
厚さから保温率までの測定方法は，]IS,L1018 （メリヤス生地試験方法〉による。
〈方法洗た
?
?
洗たく試験方法に準じ，洗たく を行いI. W. S.Eの測定方法により測定した試料を．
各回数ごとに測定を行 った。
通常1年～1.5年着用洗たくしたものに通じるとい
毎分 200回転）
〔表3〕 洗濯試験 方 法
洗濯機； 東芝 VH-450型自動反転渦巻式家庭用洗濯機 （弱・・・回転数
洗濯物重量，試料＋パラスト 1 kg 
液 量；液比 1: 3 30 e 
液 温，40'C
洗 剤；モノゲン（第一工業製薬KK〕
時 間；10分間
洗濯物重量；試料＋パラス ト
液量，30£
液 温； 40'C 
時 間； 10分間
洗濯物重量，試料十パラス ト
液 量；30e 
液温；35℃
時 間；5分間
1 kg 
0.3% 
1 kg 
この洗たく 方法をl回行うことは．
濯・…．洗
第
濯ぎ …ー回
目
?
?
??
われている。
毎分 3,008回転）
脱 水
脱 水機， 東芝 CA-201型 脱水機 〔回転数
［時間； 20秒
水分 量；資料重量の40%
乾 燥
自然乾燥；平面のスノコの上に平に置いの風乾 （サランネット）
上記試験は I.W. S.洗濯試験法に準じた。
考擦
見 （拡大接写〉
と結果
タト
N 
( 1 ) 
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左側....；洗たく前のもの 右側－－洗たく5回済みのもの
羊毛 100%)
No. 6〔4/10.0 
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羊毛 100%の試料についてみ
ると，極細が非常に大きく変化
していて洗たく 3回目｛立がら，
収縮がはっきりと見られフェル
ト化している。ついで中細，並
太のI債に変化量は減少し，糸番
手の細いもの程洗たく によ る外
見的変化が著しし、。 また，から
み糸，スラブ入り，などはその
混用されている ものの，影響は
あまり見られず，羊毛 100%の
毛糸の場合と同様な傾向が見ら
れる。
これに対し， 羊毛 ・ナイ ロン
混紡毛糸は全体に変化が目立た
ず洗たく 4回目で，やや変化が
みとめられる程度でナイ ロン混
紡率が多い程変化しにくい傾向
を示し，特にナイロン50%，モ
ヘヤ入り，モヘヤ・ アクリル混
紡糸にいたっては， 5岡目の洗
たく後も外見的変化はほとんど
見られない。
( 2〕厚さ
羊毛100%の1郡は極細，合
細，中細，並太の順で細L、毛糸
ほど変化が大きく．極細は合細
の約1.5倍，中細の約2.5倍，並
太の約3.5倍の変化が見られる。
又極細は洗たく前にくらべ2
倍近くも厚くなっており ，並太
は50%に止っている。
極主/R，合細，中細は4同日の
洗たくにより，厚さは最大とな
20 
〔表4〕 洗濯回数と厚さの変化率
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〔表E〕 洗濯回数と厚さの変化率
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f表B〕 洗濯回数と収縮率（1)り5回目の洗たくでは逆に薄く
なる傾向を示しているが，これ
は摩擦による繊維の消失が原因
であると思われる。
No. 6の並太は極細，中細に
くらべあまり目立った変化はな
L、。
モヘヤ，ラメ，スラフ‘入りの
2郡は，糸の太さによる変化は
1郡とあまり目立った変化はな
く，からみ糸，ラメ等による目
立った変化はなし、。
No. 7のモヘヤ入りのみは，
変化がやや少し、。ナイロン，其
の他の混紡糸の3郡はナイロン
含有率の）｜顕に変化が少く， No. 
14ナイロ ン50%.No.15モヘヤ
・アクリル混紡のものは5回目
の洗たく後においてもそのi将加
率は極めて少し、。
( 3） 収縮率
羊毛100%のl郡，モへヤ，ラメ，ス
ラブ入りの2郡とも厚さの変化の図表
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〔表B〕 洗濯回数と収縮率（2)
40 
収
羽
出1｛毛90% 4/13 1 
¥ N 10% ， ， ， 
， 
， 
/ ， No 13 r毛85% 4/14 8 ¥ N 15% 
縮
10 
とまったく同じ傾向となり，厚さか収 平
縮率をみれば洗たく回数との関連性が % 10 
明らかとなる即ち，厚さの変化が約180
%の場合，収縮率は約45%，厚さの変
No.14’毛叩% 4/164 
l N叩%
No IS [ A 70% 1/10 0 、M40%
1 3 4 
洗溜 回数 ｛回）
化が約70%の場合，収縮率は約180%と，比例的な傾向にあることが判る。
羊毛の 100%の1郡の収縮率は目立って大きく，特に4回目の洗たくから急激に収縮現
象があらわれてきている。毛糸は細番手のものほど収縮が大きし並太にくらべ極細は
2.5倍の収縮がみられる。
モヘヤ ラメ ，スラブ入りの2郡は1郡の変化と同じような変化図で，ラメ． からみ糸
等特に収縮に関連があるものとは司思われなし、O
No.7モヘヤ入りの変化は他にくらべて小さし、。
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ナイロ ン其の他混紡糸の3郡はナイ ロン含有率の増加と比例しており， No.14ナイロン
50%, No.15モヘヤ ・アクリル混紡の2種類は，洗たく 4回目までの変化はあまり目一立た
ず，5回目よりようやく収縮現象が顕著となってきている。
収縮と関連あると思われる．第一報の撚り係数と比較してみると上撚り，下撚り共に撚
り係数の多いものは比較的に収縮が大きく．又捲縮率の大きいNo.2, No.10は洗たく回
数が多くなると急激な収縮率をしめす。
No. 6, No.11等短繊維の多いものも，後半の収縮率が大である。
( 4） 圧縮性
全般的にみると洗たく 3回目
までの圧縮率は増加 して行く
が，4回目からは逆に減少して
行く ことが知られる。
羊毛 100%の1郡においては
No.3の圧縮率が高いことが目
立っている，これは緩和収縮の
ため厚くふっくらしているため
と思われる。
からみ糸，ラメ入り，等の2
郡は1郡と同じような傾向をし
めし，からみ糸等が圧縮に関連
あるものとは思われなし、。
ナイロ ン混紡糸の3郡は1' 
2郡にく らべ2回目の洗たくで
最高となり，3回目からは低下
の傾向がみられ，その順はナイ
ロン混紡率の多いものほど顕著
である。 No.14の変化は少く特
にNo.15モヘヤ ・アク リル混紡
〔表7〕 洗濯回数と圧縮率
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毛糸は洗たく前とあまり変らない結果となっている。
( 5) 圧縮弾性回復率
羊毛100%の1郡，からみ，ラメ入りの2郡とも洗たく 回数が3回目までは低下し， 4
回目で再び増加の傾向が示され圧縮率と反比例的関係にある。
ナイロ ン混紡毛糸の3郡は，ブイロン混紡率の多いもの程低く洗たく 2回目までは減少
し，3回目から再び増加の傾向がみられる。 No.15は4回目まであま り変化は認められ
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ず，5回目から回復率は増加し
てきている。
即ら圧縮率と弾性回復率の結
果から，いずれの毛糸製品も初
期の洗たくにより，糸，あるい
は編目のループにふくらみ現象
が生じ，その後の洗たくによる
フェルト化により堅さが増加し
て行くものと考えられる。
( 6） 保温率
羊毛100%の1郡の保温率は
毛糸の太さに比例していて，洗
たく 4回目までは全体にフェル
ト化と共に上昇しているが，太
番手の毛糸の変化は少く 5回目
からは低下の傾向にある。
同様にからみ， ラメ入りの2
郡も洗たく 4回目まで上昇し，
試料別による毛糸の保温率の差
は可成り縮少し5回目から再び
低下がみられる。
ナイロン混紡毛糸の 3tf¥で
は， l郡， 2郡と異った増減の
傾向がみられ全体として，洗た
く回数による上昇，減1＇、の傾向
はゆるやかとなっていて，洗た
くによる影響の少L、ことが知ら
れる。
( 7〕 ハンドリンゲ値
羊毛100%の1郡の洗たく前に
於けるハン ドリ ング値は．糸の
太主に比例し洗たく 4回目で急
激に増大し，5回目からやや，低下
の傾向にあることが知られる。
〔表B〕 洗濯回数と圧縮弾性回復率
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〔表9〕 洗濯回数と保温率
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洗濯回数とハンドリング値（1〔表10〕ラメリり等の2郡の試料からみ，
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〔表10〕 洗穣回数とハンドリング値（おものは，洗たく 3回位までは大変や
わらかく，弾力性もあり保温の面も
高いので，柔らかさ．あたたかさ等
の着心地を要求されるベビー用品，
婦人物，防寒用品等には適している
ものと思われる。
又摩擦に対する丈夫さ，洗たく性
を中心とした子供の遊ひ、着，家庭の
働き着，作業着，通学着等は収縮率
が低く洗たくによる変化の少い，合
成繊維混紡のものを用いるよう，用
途に応じて使い分けることが適切で
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あると考える。 洗濯回数（回）
尚今後この結果をもとに，実用的な耐久性についても追及してみたいと考えています。
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